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夢
の
書
の
行
方

!
ー
敦
憧
本
詩
集
周
公
解
夢
書
』
の
研
究
|
|

湯

浅

ヂ日

弘

序

ーー-日

甚
だ
し
き
か
な
吾
が
衰
へ
た
る
や
、
久
し
き
か
な
吾
、
れ
復
た
夢
に
周
公
を
見
、
ず
。
(
『
論
語
』
述
而
篇
〉

か
つ
て
孔
子
は
、
自
ら
の
衰
え
を
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
言
う
周
公
と
は
、
周
の
文
玉
の
第
四
子
、
周
公
旦
の
こ

と
で
あ
り
、
兄
の
武
王
を
補
佐
し
て
西
周
の
基
盤
を
確
立
し
、
孔
子
に
よ
っ
て
理
想
の
人
と
さ
れ
た
偉
大
な
聖
人
で
あ
る
。

『
論
一
語
』
に
見
え
る
こ
の
孔
子
の
嘆
き
は
、
孔
子
と
夢
、
精
神
と
夢
、
天
命
と
夢
な
ど
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
論
議
を
呼
ぶ
こ

と
と
な
る
が
、

一
方
、
周
公
の
側
も
、
こ
の
孔
子
の
一
言
に
よ
っ
て
、
後
世
、
夢
と
は
不
可
分
の
存
在
と
な
っ
て
行
っ
た
。

二
十
世
紀
初
頭
、
甘
粛
省
敦
煙
の
英
高
窟
に
於
て
発
見
さ
れ
た
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
は
、
こ
の
周
公
旦
に
仮
託
さ
れ
た
占
夢
書
の

写
本
で
あ
り
、
完
本
と
し
て
は
現
存
最
古
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
筆
写
時
期
は
唐
代
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
新
集
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
一
旦
成
立
し
て
い
た
『
周
公
解
夢
書
』
を
拡
充
・
整
理
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
お
山
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こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
中
国
古
代
の
夢
観
の
展
開
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
来
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
『
新
集
周
公
解
夢

書
』
を
中
心
的
資
料
と
し
て
吏
に
検
討
を
進
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
は
、
全
ニ
十
三
章
か
ら
成
る
が
、
本
篇
の
前
に
、
凡
そ
百
五
十
字
か
ら
成
る
序
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
ま
ず
、
こ
の
序
文
を
手
掛
り
に
、
本
書
の
基
本
的
な
夢
観
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前
半
部
で
は
、
夢
の
発
生
原
因
が

「
夢
は
是
れ
神
遊
、
依
附
し
量
点
繋
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
睡
眠
中
の
精
神
が
肉
体
を
離
れ
て
浮
遊
し
、
他
の
事
物
を

見
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夢
が
生
ず
る
と
い
う
観
念
で
あ
り
、
例
え
ば
後
漢
の
王
充
が
こ
れ
を
俗
信
と
し
て
当
時
の
鬼
神
論
と
共
に
厳

し
く
批
判
す
る
如
く
、
古
来
の
代
表
的
な
夢
観
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
「
精
神
」
の
浮
遊
と
は
言
っ
て
も
、
こ
う
し
た
夢
観
が
吉
凶
を

記
し
た
占
夢
書
の
官
頭
で
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
こ
れ
は
決
し
て
、
人
間
精
神
の
追
究
と
い
っ
た
方
向
へ
進
展
す
る
夢

観
で
は
な
い
。

一
日
一
肉
体
を
離
脱
し
浮
遊
し
た
魂
塊
が
声
な
き
天
命
を
予
知
し
た
後
、
肉
体
に
復
帰
す
る
と
考
え
る
訳
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
夢
は
天
と
人
と
を
結
ぶ
貴
重
な
媒
介
で
あ
り
、
未
来
の
吉
凶
を
予
見
す
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
後
半
部
に
は
、
夢
の
意
義
・
結
果
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

悪
夢
は
之
を
理
む
べ
し
。
夫
れ
夢
は
好
き
こ
と
を
見
れ
ば
即
ち
吉
、
思
(
し
き
こ
と
を
見
れ
ば
)
即
ち
憂
う
。
若
し
智
者
之
を
解

す
れ
ば
、
悪
夢
も
即
ち
吉
(
と
な
り
)
、
愚
人
之
を
説
け
ば
、
好
夢
も
変
じ
て
凶
と
為
る
な
り
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
比
較
的
単
純
に
夢
が
好
夢
・
悪
夢
に
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
好
・
悪
は
決
定
的
な
も



の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
解
す
る
人
聞
に
よ
っ
て
変
化
し
得
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
夢
自
体
よ
り
も
、
夢
見
た
後
の
人
為

が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
夢
観
は
、
従
来
、

『
夢
室
田
』
の
快
文
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
次
の
一
節
に
も
ほ
ぼ

同
様
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

夢
な
る
者
は
像
な
り
。
精
気
動
く
な
り
。
魂
暁
身
を
離
れ
、
神
往
来
す
る
な
り
O
i
-
-
-
夢
な
る
者
は
其
の
人
に
語
げ
て
過
失
を
預

見
せ
し
む
。
如
し
其
れ
賢
者
な
ら
ば
、
之
を
知
り
て
自
ら
改
革
す
る
な
り
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
七
引
)

こ
こ
で
も
、
重
要
な
の
は
、
夢
の
内
容
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
夢
見
の
後
の
人
間
の
言
動
、
即
ち
「
自
ら
改
革
す
る
」
こ
と
で
あ
る

夢の書の行方

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
為
重
視
を
特
徴
と
す
る
夢
観
の
思
想
的
淵
源
は
、
既
に
漢
代
の
諸
思
想
の
中
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
王
符
で
あ
る
。
王

符
は
そ
の
著
『
潜
夫
論
』
の
中
に
「
夢
列
」
篇
を
設
け
、
夢
を
十
分
類
に
し
て
例
示
し
、
夢
の
発
生
原
因
や
意
義
に
つ
い
て
論
及
す
る

な
ど
、
夢
に
つ
い
て
相
当
の
探
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
王
符
の
議
論
は
最
終
的
に
、
次
の
よ
う
な
修
徳
論
へ
と
展
開
し
て
行
く
。

凡
そ
人
の
瑞
を
見
て
徳
を
修
む
る
者
は
福
必
ず
成
り
、
瑞
を
見
て
船
齢
ピ
す
る
者
は
福
転
じ
て
禍
と
為
る
。
妖
を
見
て
騎
侮
す
る

者
は
禍
必
ず
成
り
、
妖
を
見
て
戒
慎
す
る
者
は
禍
転
じ
て
福
と
為
る
。
(
『
潜
夫
論
』
夢
列
)

即
ち
王
符
は
、

「瑞」

「
妖
」
と
い
う
夢
の
内
容
が
決
定
的
・
回
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
れ
を
見
た
後
の

人
間
の
言
動
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
仮
に
「
瑞
」
を
見
て
も
、

「
修
徳
」
者
は
「
福
」
と
い
う
啓
示
通
り
の
結
果
を
得
る
が
、

3 

「
縦
怒
」
者
は
一
旦
予
定
さ
れ
た
「
福
」
が
転
じ
て
「
禍
」
と
い
う
結
果
を
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「瑞」

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
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夢
を
見
た
か
ら
と
言
っ
て
「
縦
洛
に
」

L
、
ま
た
「
妖
」
夢
を
無
視
し
て
「
騎
侮
」
す
る
と
い
う
人
間
の
愚
行
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の

でで
ああ
るする。、J 。

主
符
の
夢
は

一
見
科
学
的
に
探
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
結
局
は
こ
う
し
た
修
徳
論
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
行
く
の

ま
た
、
こ
う
し
た
夢
観
は
、
断
片
的
な
が
ら
、
漢
代
の
諸
書
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

-
天
子
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
遣
を
修
め
、
諸
侯
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
政
を
修
め
、
大
夫
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
身
を
修
む
。
(
『
新
書
』

春
秋
)

-
諸
侯
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
徳
を
修
め
、
大
夫
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
官
を
修
め
、
士
夢
悪
し
け
れ
ば
則
ち
身
を
修
む
。
(
『
新
序
』
雑

事
)

-
故
に
妖
龍
平
な
る
者
は
天
の
天
子
諸
侯
を
警
す
る
所
以
な
り
。
悪
夢
な
る
者
は
士
大
夫
を
警
ず
る
所
以
な
り
。
故
に
妖
撃
は
善
政
に

勝
た
や
す
、
悪
夢
も
善
行
に
勝
た
ず
。
至
治
の
極
み
に
は
、
禍
も
反
っ
て
福
と
為
る
。
(
『
説
苑
』
敬
慎
)

こ
れ
ら
が
そ
の
後
の
中
閣
の
夢
観
の
展
開
を
示
唆
す
る
重
要
な
見
解
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
前
稿
に
於
て
論
述
し
た
通
り
で

あ
る
が
、
右
の
『
新
集
局
公
解
夢
書
』
等
の
夢
観
は
、
そ
う
し
た
予
想
を
夢
書
の
側
か
ら
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『新

集
周
公
解
夢
書
』
は
、
こ
の
室
田
が
、
天
命
の
絶
対
的
な
啓
示
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
夢
見
た
後
の
人
為
の
た
め
に
あ
る
こ
と
を
、

自
ら
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



そ
れ
で
は
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
本
篇
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
・
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
本
書
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
た
い
。
本
篇
全
二
十
三
章
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω天
文
章
、

ω地
理
章
、

ω山
林
草
木
章
、

ω水
火
盗
賊
章
、

ω官
禄
兄
第
章
、
制
人
身
椛
鏡
章
、
例
飲
食
章
、
防
仏
道
音
楽
章
、

削
荘
園
田
宅
章
、
帥
衣
服
章
、
間
六
畜
禽
獣
章
、
回
龍
蛇
章
、
同
万
剣
弓
湾
章
、
凶
夫
妻
花
粉
章
、
回
楼
閣
家
具
銭
高
章
、
同
舟

車
橋
市
穀
ハ
物
〉
章
、

間
生
死
疲
病
章
、

回
家
墓
棺
財
凶
具
章
、
倒
十
二
支
日
得
夢
章
、

側
十
二
時
得
夢
章
、

凶
建
除
満
日
得
夢

夢の書の行方

間
献
撰
悪
夢
章

章
、
凶
悪
夢
為
無
禁
忌
等
章
、

こ
れ
ら
は
、
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
三
群
に
分
類
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
夢
の
中
に
現
れ
た
事
物
を
基
準
に
分
類
し
た

も
の

(
ω
i凶
)
で
、
本
書
の
基
本
的
な
分
類
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
第
二
は
、
夢
と
そ
れ
を
見
た
日
時
と
の
関
係
に
よ
っ
て
分
類

し
た
も
の
(
捌
捌
凶
)
で
、

聞
は
子
日
・
丑
日
:
:
:
戊
日
・
亥
日
と
い
う
十
二
支
の
日
毎
に
、

側
は
同
じ
く
十
二
支
の
時
刻
毎
に
、
ま

た
闘
は
、
建
日
・
除
日
・
満
日
:
:
:
収
日
・
開
日
・
閉
日
と
い
う
十
二
辰
の
日
毎
に
、
そ
の
夢
の
吉
凶
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三

は
、
悪
夢
に
関
す
る
も
の
(
倒
倒
)
で
、

聞
は
悪
夢
避
け
と
な
る
二
十
の
禁
忌
を
列
挙
し
、

聞
は
見
て
し
ま
っ
た
悪
夢
を
襲
う
方
法
を

記
し
て
い
る
。

以
上
三
群
の
内
、
分
量
的
に
最
も
多
く
、
本
書
の
基
本
的
分
類
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
群

(
ω
i側
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
夢

を
、
天
文
・
地
理
・
山
林
草
木
な
ど
、

ほ
ぼ
天
・
地
・
人
の
枠
組
に
沿
っ
て
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
分
類
方
法
は
、
中
国
古
代

5

の
百
科
全
書
「
類
書
」
に
窺
う
こ
と
の
で
き
る
特
徴
的
な
方
法
で
あ
る
。
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従
来
、

『世田
y

吾
首
』
は
完
本
の
形
で
は
伝
わ
ら
ず
、

『
北
堂
書
紗
』

『
芸
文
類
緊
』

『
太
平
御
覧
』
等
の
類
書
に
そ
の
侠
文
が
採
録
さ

れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
類
書
は
、
『
夢
書
』
侠
文
を
、
天
・
地
・
人
事
・
器
物
・
飲
食
・
草
木
等
の
各
篇
中
に
「
夢
童
日
日
:
:
:
」

と
し
て
節
録
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
夢
書
の
生
産
と
歴
代
類
書
の
編
纂
と
の
先
後
関
係
は
一
概
に
は
一
言
え
な
い
も
の
の
、
恐
ら
く

両
者
は
相
侯
っ
て
、
中
国
の
夢
の
認
識
や
分
類
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
中
国
の
夢
は
、
類
書
の
分
類

に
端
的
に
見
え
る
よ
う
な
、
事
物
の
側
に
力
点
を
置
い
た
枠
組
に
よ
っ
て
認
識
・
整
理
さ
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
同
じ
く
敦
埠
発
見
の
『
夢
書
』
残
簡
や
『
周
公
解
夢
書
』
残
簡
も
、
あ
く
ま
で
残
簡
で
は
あ
る
が
、
そ
の
構
成
は
、
天
部
・

日
月
部
、
或
い
は
天
事
・
地
理
・
雑
事
等
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
や
類
書
の
分
類
を
雰
繋
と
さ
せ
る
。
ま
た
、
後
の
一
克
代
の
成
立
と

推
定
さ
れ
て
い
る
『
居
家
必
用
事
類
』
中
の
解
夢
の
項
も
、

「
夢
天
文
星
耀
等
物
」

「
夢
雷
雨
風
電
等
物
」

「
夢
山
川
土
石
等
物
」
な

ど
、
そ
の
分
類
は
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
と
大
同
小
異
で
あ
り
、
最
後
に
「
猷
夢
符
銭
」
と
い
う
悪
夢
撰
い
の
篇
が
置
か
れ
て
い
る
の

も
同
様
で
あ
る
。
更
に
、
明
代
・
劉
基
の
『
断
夢
秘
書
』
も
、
総
編
と
言
う
べ
き
上
編
「
説
夢
」
に
続
い
て
、
中
編
「
断
夢
」
で
は
、

や
は
り
「
天
文
類
」

「
地
輿
類
」

「
倫
常
類
」
等
に
分
類
し
、
下
編
「
徴
夢
」
に
は
「
異
夢
」

「
妖
夢
」

「
怪
夢
」
な
ど
悪
夢
に
関
す

る
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
夢
書
を
含
め
、
古
来
の
夢
の
記
事
を
集
大
成
し
た
と
言
え
る
明
・
陳
士
一
万
の
『
夢
占
逸

旨
』
も
、
巻
一
(
真
宰
・
長
柳
等
)
、
巻
二
(
聖
人
・
六
夢
等
)
以
外
は
、
「
天
者
」

「
日
月
」

「
雷
雨
」

(
巻
三
)
、
「
山
川
」

「
形
貌
」

「
食
衣
」

(
巻
四
)
、
「
器
物
」

「
財
貨
」

「
筆
墨
」

「{子画」

(
巻
五
〉
の
如
く
、
基
本
的
に
は
類
書
お
よ
び
従
来
の
夢
書
の
分
類
を

踏
襲
し
て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
で
は
、
夢
の
発
生
原
因
を
魂
塊
の
離
脱
・
浮
遊
と
考
え
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
間
の
精
神
と

夢
と
の
関
係
に
つ
い
て
更
な
る
探
究
を
促
す
貴
重
な
観
念
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
夢
の
考
察
は
、
そ
う
し
た
方
向
へ



は
容
易
に
は
進
展
せ
ず
、
先
の
王
符
の
夢
観
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
こ
れ
ら
夢
書
の
分
類
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
夢
に
現
れ
た

事
物
を
手
が
か
り
に
そ
の
吉
凶
を
予
知
せ
ん
と
す
る
方
向
へ
、
更
に
は
そ
れ
ら
を
自
省
の
具
と
す
る
修
徳
論
へ
と
展
開
し
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
占
夢
書
は
、
ど
の
よ
う
な
言
辞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
具
体

的
解
夢
を
取
り
上
げ
て
そ
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

夢の書の行方

一
例
と

L
て、

ま
ず
天
文
章
冒
頭
の
五
条
を
掲
げ
る
(
①
②
等
の
番
号
は
筆
者
)
。

①
夢
に
上
天
を
見
る
者
は
、
貴
子
を
生
む
。

②
夢
に
天
の
明
る
き
を
見
る
者
は
、
大
士
口
に
合
す
。

③
夢
に
天
を
看
る
を
見
る
者
は
、
主
長
命
。

④
夢
に
天
・
帝
・
釈
を
見
る
者
は
、
大
士
ロ
。

⑤
夢
に
天
を
見
る
者
は
、
主
財
を
得
。

こ
の
よ
う
に
、

B
」
と
い
う
形
に
定
型
化
さ
れ
て
い

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
各
条
文
は
、

「
夢
に

A
を
見
る
者
は
(
見
れ
ば
)
、

る。

A
は
夢
に
現
わ
れ
た
事
物
、

B
は
、
更
に
、
直
接
吉
凶
を
記
す
も
の
(
④
〉
と
士
口
凶
の
具
体
的
内
容
を
記
す
も
の
(
①
②
③
⑤
)

7 

と
に
二
分
さ
れ
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
天
文
章
は
、
天
に
関
す
る
事
物
が
基
本
的
に
瑞
兆
で
あ
る
た
め
、

「
夢
に
ハ
天
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の
)
崩
る
る
を
見
れ
ば
、
年
大
荒
な
り
」

(
⑥
)
の
よ
う
な
反
例
を
除
け
ば
、
大
吉
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
得
る
。
ま
た
、
こ

う
し
た
事
情
は
他
の
章
に
於
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

「
夢
に
地
陥
る
を
見
る
者
は
宅
安
か
ら
ず
」

(
地
理
章
②
)
で
は
大
地
の
陥
没

が
「
宅
不
安
」
と
い
う
占
断
と
な
り
、

「
夢
に
樹
木
を
見
る
者
は
大
吉
な
る
こ
と
有
り
」

(
山
林
草
木
章
③
)
で
は
「
樹
木
」
の
夢
が

「
大
吉
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
大
地
が
基
本
的
に
安
定
し
て
い
る
(
吉
)
、

ま
た
、
樹
木
が
植
物
・
生
物
の
成
長

を
象
徴
す
る
(
士
口
)
と
い
う
極
め
て
常
識
的
な
観
念
が
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
に
、
夢
の
内
容
と
占
断
と
の
聞
に
や
や
距
離
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

夢
に
土
を
運
び
て
宅
に
入
る
を
見
る
者
は
、
大
士
口
な
り
。

(
地
理
章
⑥
〉

こ
の
夢
が
な
ぜ
大
吉
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
素
朴
に
考
え
て
も
、
土
は
生
物
や
鉱

物
の
源
で
あ
り
、
ま
た
家
・
国
の
領
域
を
象
徴
す
る
か
ら
吉
で
あ
る
と
も
推
測
し
得
る
。
し
か
し
、
明
・
陳
土
元
の
『
夢
林
玄
解
』
を

参
考
に
す
る
と
、
今
少
し
の
意
味
付
け
が
必
要
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

『
夢
林
玄
解
』
地
理
部
に
、

「
土
決
を
夢
み
る
は
大
士
口
。
土
は

金
を
生
じ
、
利
の
象
な
り
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
木
↓
火
↓
土
↓
金
↓
水
と
い
う
五
行
相
生
の
観
念
か
ら
も
、
土
は
金
を
生
み
出
す
利

の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
夢
は
、
即
物
的
に
も
、
ま
た
観
念
的
に
も
利
を
連
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
新
集
周

公
解
夢
書
』
に
は
、
夢
の
内
容
と
占
断
と
の
聞
に
若
干
の
補
足
説
明
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
解

夢
の
方
法
は
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、
象
徴
解
釈
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
特
質
は
、

円
新
集
周
公
解
夢
書
』
の
み
な
ら
ず
、
従
来
『
太
平
御
覧
』
等
の
類
書
に
採
録
さ
れ
て
い
た
『
夢
室
E

の
残
簡
や
、
同
じ
く
敦
煙
発
見
の
『
夢
書
』
残
簡
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。



電
光
を
夢
み
れ
ば
、
県
官
と
為
る
。
(
『
北
堂
書
紗
』
巻
一
五
二
引
『
夢
書
』
〉

例
え
ば
右
の
侠
文
で
は
、
「
電
光
」
の
夢
が
「
県
官
と
為
る
」
兆
し
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
雷
が
貴
人
誕
生
伝
説
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
は
ま
た
雷
が
万
物
の
発
生
や
成
長
を
促
し
た
り
す
る
と
い
う
観
お
山
作
用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
次
の
よ
う
に
、
そ
の
事
物
が
何
を
象
徴
す
る
か
を
予
め
説
明
し
て
い
る
条
文
も
存
在
す
る
。

也

mxw

城
は
人
君
た
り
。
一
い
は
県
尊
た
り
。
夢
に
城
を
見
る
者
は
、
人
君
に
見
ゆ
る
な
り
。
夢
に
新
棋
を
築
け
ば
、
功
名
有
り
o

Q
太

夢の書の行方

平
御
覧
』
巻
九
二
引
『
夢
書
』
)

こ
こ
で
は
、
「
城
」
の
意
味
が
予
め
「
人
君
」
或
い
は
「
県
尊
(
知
事
)
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を

踏
ま
え
て
夢
の
意
味
が
解
説
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
に
は
見
ら
れ
な
い
文
型
で
あ
り
、

A
「
夢
の

中
に
現
わ
れ
た
事
物
」
と

B
「
そ
の
占
断
」
に
加
え
て
、

C
「
そ
の
事
物
の
イ
メ
ー
ジ
の
説
明
」
の
三
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
『
夢
書
』
を
集
成
し
た
と
思
わ
れ
る
陳
士
元
の
『
夢
林
玄
解
』
で
も
、
夢
の
中
の
事
物
に
つ
い
て
、
逐
一
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
説
明
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
事
物
に
基
づ
く
連
想
を
読
者
の
側
に
委
ね
て
い
る
か
、
予
め
編
者
の
側
が
説
明
し
て
い
る
か
の
違
い
に
過
ぎ

ず
、
や
は
り
大
局
的
に
は
、
事
物
の
象
徴
に
よ
っ
て
占
断
を
導
か
ん
と
す
る
象
徴
解
釈
法
で
あ
る
と
言
え
る
。

9 

先
に
筆
者
は
、
中
国
の
解
夢
の
方
法
を
数
種
に
分
類
整
理
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
大
勢
を
占
め
て
行
く

の
は
、
こ
の
象
徴
解
釈
法
で
あ
っ
招
こ
う
し
た
解
釈
法
の
変
遷
が
中
国
の
占
夢
者
の
盛
衰
や
そ
の
質
的
変
化
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
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こ
と
に
つ
い
て
も
、
既
に
論
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
変
化
は
右
の
如
く
、
占
夢
書
の
側
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
言
え
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
次
に
章
を
改
め
論
述
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

四

中
国
の
占
夢
書
の
歴
史
は
古
く
、
既
に
『
漢
書
』
芸
文
志
に
『
寅
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
』

『
甘
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻
』
な
る
占
夢
書

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
漢
代
以
前
の
占
夢
書
は
残
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
当
時
の
占
夢
書
の
内
容
を
推
測
し
得
る
手
掛
り
は
存
在
す
る
。

ま
ず
、

『
周
礼
』
春
官
・
占
夢
に
は
、
占
夢
の
官
が
「
日
月
星
辰
を
以
て
六
夢
の
吉
凶
を
占
」

っ
た
と
あ
り
、

『
史
記
』
亀
策
列
伝

に
は
、
元
王
の
見
た
夢
を
博
士
衛
平
が
「
天
を
仰
、
ぎ
月
の
光
を
視
、
斗
の
指
す
所
を
観
」
て
、
そ
の
士
日
凶
を
占
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、

史
書
に
登
場
す
る
著
名
な
占
夢
者
は
、

「
史
墨
」
(
『
左
伝
』
昭
公
訂
年
)
、
「
史
敦
」
(
『
史
記
』
封
禅
書
)
、
史
援
(
問
、
越
世
家
)
な

ど
、
い
ず
れ
も
史
官
、
或
い
は
史
官
的
性
格
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
木
来
の
占
夢
が
史
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
専
門
的

な
秘
術
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
天
文
観
測
を
併
用
し
て
行
な
わ
れ
る
極
め
て
高
度
な
占
術
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
専
門
的
占
術
に
使
用
さ
れ
る
占
夢
書
の
姿
は
、
恐
ら
く
右
の
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
措
一
す
と
は
か
な
り
異
質
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
先
述
の
如
く
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
等
の
内
容
は
、
史
官
や
占
夢
者
と
い
っ
た
特
殊
な
人
物
で
な
く
と
も
容
易

に
理
解
し
得
る
平
易
な
も
の
で
あ
っ
た
。
事
物
に
関
す
る
ご
く
常
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
誰
に
で
も
利
用
で
き
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
占
候
・
ト
占
等
と
併
用
さ
れ
た
古
代
の
占
夢
の
術
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

『
長
子
春
秋
』
に
見
え
る
次
の
故
事
も
、
占
夢
書
の
存
在
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。



「
水
」
の
病
に
か
か
っ
た
斉
の
景
公
が
、
一
一
つ
の
太
陽
と
戦
い
敗
れ
る
と
い
う
不
吉
な
夢
を
見
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
宰
相
の
長
子
は
、

直
ち
に
占
夢
者
を
召
し
出
し
た
。
占
夢
者
は
占
夢
書
を
参
照
し
て
占
断
を
下
し
た
い
と
言
う
。
し
か
し
長
子
は
そ
れ
を
制
し
、
景
公
の

(
水
)
病
は
陰
で
あ
り
、
太
陽
は
陽
で
あ
る
。
こ
の
夢
は
二
陽
が
一
陰
に
勝
つ
、
即
ち
景
公
の
病
が
癒
え
る
予
兆
で
あ
る
と
述
べ
、
こ

の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
景
公
に
言
上
せ
よ
と
占
夢
者
に
命
じ
た
。
占
夢
者
は
、
長
子
に
言
わ
れ
た
通
り
の
言
葉
を
占
断
の
言
と
し
て
景
公

に
奏
上
し
、
景
公
の
病
は
三
日
後
に
癒
え
た
と
い
げ
w

こ
の
故
事
に
つ
い
て
、
筆
者
は
先
に
、
占
夢
者
の
地
位
や
存
在
意
義
と
い
っ
た

観
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ

M
f、
こ
こ
で
は
占
夢
書
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
こ
で
、
召
し
出
さ
れ
た
占
夢
者
は
、
占
夢
書
を
参
照
し
た
い
と
述
べ
、
即
断
を
避
け
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
占
夢
者
は
、
即
断
の

夢の書の行方

下
せ
ぬ
凡
庸
な
占
夢
者
で
あ
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
後
に
景
公
は
、
こ
の
占
夢
者
の
言
を
信
じ
て
快
癒
し
た
の
で
あ
り
、
長
子
の
狙
い

も
正
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
占
夢
者
は
決
し
て
愚
昧
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
控
目
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
夢
の
内
容
が

複
雑
・
重
大
す
ぎ
て
即
断
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
恐
ら
く
そ
う
し
た
要
因
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
当
時
の
占
夢
術
・
占
夢
書
が
『
新

集
周
公
解
夢
書
』
等
に
比
べ
て
今
少
し
複
雑
・
難
解
な
も
の
で
あ
り
、
君
主
お
抱
え
の
占
夢
者
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
占
夢
書
を

参
照
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
故
事
が
事
実
で
あ
っ
た
か
否
か
を
議
論
す
る
の
は
見
当
違
い

で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
占
夢
者
・
占
夢
書
・
占
夢
の
術
に
つ
い
て
の
当
時
の
観
念
を
窺
い
得
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
一
羽

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
占
夢
書
に
比
べ
て
、

『
新
集
周
公
解
夢
童
日
』
等
の
内
容
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
専
門
性
を
持
た
ぬ
、
む

し
ろ
万
人
向
け
の
言
辞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
高
名
な
占
夢
者
が
こ
の
書
を
参
照
せ
ね
ば
占
断
を
下
せ
な
い
と
い
う
よ
う
な

複
雑
な
内
容
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
思
想
的
内
容
も
、
先
の
天
文
章
④
「
夢
に
天
・
帝
・
釈
を
見
る
者
は
大
士
口
」
に
端
的
に
表
れ
て
い

11 

る
通
り
、
儒
・
道
・
仏
三
教
が
葎
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
特
定
の
思
想
的
基
盤
に
立
脚
し
て
編
集
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
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む
し
ろ
、
六
朝
か
ら
唐
代
に
至
る
三
教
融
合
的
思
想
状
況
を
漠
然
と
反
映
し
つ
つ
、
や
は
り
、

よ
り
一
般
的
な
読
者
を
想
定
し
て
編
纂

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

南
宋
の
洪
逼
は
、
占
夢
の
術
が
親
晋
以
降
衰
退
の
道
を
辿
り
、

ほ
ぼ
宋
代
ま
で
に
滅
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
占
夢
の
術

の
命
運
は
、
占
夢
者
、
そ
し
て
占
夢
書
の
盛
衰
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
代
、
史
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
占
夢
の
術
は
、

後
漢
時
代
あ
た
り
を
一
つ
の
転
機
と
し
て
、
そ
の
特
殊
性
・
専
門
性
を
喪
失
し
、
世
俗
化
・
大
衆
化
し
て
行
く
。
占
夢
者
の
地
位
低
下

も
顕
著
と
な
り
、
厳
君
平
は
自
ら
を
「
ト
筆
者
は
賎
業
」
(
『
漢
書
』
王
貢
両
聾
飽
伝
)
と
蔑
む
。
し
か
し
、
夢
が
人
間
の
生
理
的
現
象

で
あ
る
以
上
、
夢
に
対
す
る
人
聞
の
感
情
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
公
的
舞
台
で
の
占
夢
の
衰
退
と
は
裏
腹
に
、
夢
に
関
す
る
記
事

は
そ
の
後
も
史
書
や
詩
文
を
彩
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
占
夢
の
書
も
ま
た
、

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
に
見
え
る
よ
う
な
形
で
編
纂

さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
中
国
の
占
夢
書
は
、
占
夢
者
・
占
夢
の
術
と
と
も
に
、
世
俗
化
・
形
骸
化
の
道
を
辿
り
、
吏
に
は
、

『
夢
占
逸
旨
』
の
如
く
、

占
断
の
た
め
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
記
録
・
集
成
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
古
代
の
夢
書
が
豆
頁

帝
長
柳
占
夢
』

『
甘
徳
長
柳
占
夢
』
の
如
く
「
占
夢
」
の
名
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
に
は
「
夢
書
」

「
解
夢
書
」
の
如
き
名
称

へ
と
変
化
し
て
行
っ
た
点
に
も
、
或
い
は
表
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
、
国
家
や
君
主
の
死
生
存
亡
に
さ
え
関
与
し
た
占

夢
書
は
、
そ
の
地
位
を
儒
家
の
経
典
『
易
経
』
に
譲
っ
て
か
ら
は
、
徐
々
に
そ
の
権
威
お
よ
び
専
門
性
・
秘
術
性
を
喪
失
し
、
個
々
人

の
安
心
立
命
の
た
め
の
解
夢
書
へ
と
そ
の
役
割
を
転
じ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
解
夢
書
は
、
古
代
の
夢
を
完
全
に
忘
却
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ま
ず
、
先
に
確
認
し
た
『
新
集
周
公
解
夢

書
』
の
内
、
第
二
群
(
側

1
凶
)
は
、
夢
と
そ
れ
を
見
た
日
時
と
の
関
係
に
よ
っ
て
吉
凶
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
十



二
支
の
日
毎
・
時
刻
毎
、
十
二
辰
の
日
毎
と
い
う
極
め
て
単
純
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
古
代
、
占
夢
が
天
文
観
測
を
併
用
し
て
行
な
わ

れ
た
と
い
う
『
史
記
』
等
の
記
述
を
想
起
さ
せ
る
。

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
は
こ
の
点
に
於
て
、
古
代
の
記
憶
を
徴
か
に
保
存
し
て
い

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
三
群
(
悶
悶
)
は
、
悪
夢
に
関
す
る
章
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
、
夢
と
人
間
と
の
深
い
関
わ
り
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
白
川
静
氏
は
、
ト
辞
の
研
究
を
通
し
て
「
夢
」
字
の
夢
魔
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
、
ま
た
津
田
瑞
穂
氏
は
、
悪
夢
追
放
の
風

習
が
清
朝
・
民
国
期
に
於
て
も
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
い

ωr、
こ
う
し
た
夢
に
対
す
る
恐
怖
の
意
識
も
、
予
兆
夢
に
匹
敵
す
る

今
一
つ
の
夢
観
と
し
て
看
過
し
得
な
い
。

『
新
集
周
公
解
夢
書
』
を
初
め
、

『
居
家
必
用
事
類
』
解
夢
、

『
断
夢
秘
書
』
等
に
は
、

L 、

夢の書の行方

ず
れ
も
こ
う
し
た
悪
夢
に
関
す
る
章
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
悪
夢
と
人
間
と
の
不
可
分
の
関
係
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結

言吾

以
上
、
本
稿
で
は
、
敦
憧
本
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
を
中
心
的
資
料
と
し
て
、
中
国
古
代
の
夢
観
の
展
開
を
、
夢
室
田
の
変
容
と
い
う

視
角
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
中
国
の
占
夢
書
は
、
人
々
の
夢
観
や
占
夢
者
・
占
夢
の
術
の
盛
表
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
生
産
さ

れ
続
け
た
。
そ
れ
ら
は
概
し
て
、
世
俗
化
・
形
骸
化
へ
の
道
を
辿
り
、
更
に
は
記
録
・
集
成
と
い
う
資
料
的
性
格
を
帯
び
て
行
く
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
常
に
、
夢
に
対
す
る
人
々
の
意
識
が
投
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
個
々
の
解
夢
の
言
辞
は
、
当
時
の
事
物
に
対
す
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
上
で
も
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
よ

13 

う
に
思
わ
れ
る
。
無
論
、
各
時
代
に
は
優
れ
た
字
書
・
辞
典
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
我
々
も
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
当
時
の
事
物
の
意
味
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を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
の
更
に
彼
方
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
の
は
、
そ
う
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
夢

書
は
幸
い
に
も
、
類
書
の
如
き
分
類
に
よ
っ
て
、
天
・
地
・
人
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
を
分
析
・
整
理
し
て
行
け
ば
、

一
種
の
イ
メ
ー
ジ
辞
典
を
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
新
集
周
公
解
夢
書
』

等
は
我
々
に
、
そ
う
し
た
夢
を
も
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

主占
(

1

)

 

(

2

)

 

拙
稿
「
孔
子
と
夢
と
天
命
と
1
1

『
論
一
語
』
甚
会
吾
衰
章
解
釈
と
儒
家
の
夢
観
|
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
二
集
、

年
)
、
及
び
「
孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論
」
(
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
九

O
年
)
参
照
。

『
新
集
周
公
解
夢
豊
富
』
の
概
況
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
劉
文
英
氏
『
中
国
古
代
夢
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九

O
年
〉
、
慮
元
財
氏

等
『
占
夢
術
注
評
』
(
雲
龍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
、
陳
美
英
氏
等
『
中
華
占
夢
術
』
(
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五
年
)
な
ど
が
あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」

Q
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
二
巻
二
号
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。

但
し
、
『
芸
文
類
家
』
の
よ
う
に
、
夢
書
の
侠
文
を
各
篇
中
に
引
用
す
る
と
同
時
に
、
特
に
「
夢
」
の
部
を
設
け
て
夢
に
関
す
る
記
事
を

採
録
し
た
類
書
も
あ
る
。

例
え
ば
、
既
に
寅
帝
誕
生
伝
説
の
中
に
も
雷
光
が
登
場
す
る
。

『
周
易
』
説
卦
伝
。

注
(

3

)

の
拙
稿
参
照
。

『
長
子
春
秋
』
内
篇
雑
下
。

注
(

3

)

の
拙
稿
参
照
。

も
っ
と
も
、
長
子
に
と
っ
て
、
も
は
や
占
夢
蓄
は
権
威
を
持
た
ず
、
必
要
で
あ
っ
た
の
は
占
夢
者
の
頭
で
は
な
く
口
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
故
事
は
、
当
時
に
於
け
る
占
夢
者
・
占
夢
書
・
占
夢
の
術
の
存
在
や
そ
の
権
威
を
表
す
と
同
時
に
、
そ
の
衰
退
を
も
示
唆
す
る

貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
九
九
O

(

3

)

 

(
4〉

(

5

)

 

(
6〉

ハ
7
)

(

8

)

 

(

9

)

 

(

日

)



夢の書の行方15 

(

U

)

 

(

ロ

〉

『
容
斎
随
筆
』
統
筆
、
古
人
占
夢
。

白
川
品
『
中
国
古
代
の
民
俗
』
ハ
講
談
社
、

版
、
一
九
八
四
年
〉
な
ど
。

一
九
八

O
年
)
、
『
字
統
』

(
平
凡
社
、

一
九
八
四
年
)
、
津
田
氏
司
中
国
の
呪
法
』
(
平
河
出

(
文
学
部
助
教
授
)


